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特定非営利活動法人 ＡＲＵＮ Ｓｅｅｄ 
 

 

1. 事業の成果 

 これまで事業の柱としてきた途上国と日本を結ぶ社会的投資の実践、普及啓発、人材育成、調査研

究を継続的に推進した。 

 

(1) 社会的企業の発掘・社会的投資事業 

• 社会課題解決をはかるソーシャルビジネス（社会的企業）を対象としたビジネスコンペティション

（CSI チャレンジ３）を実施     。コロナ禍で現地への出張が適わない中、全てリモートで開催し

た。 

• 起業家との定期的なコミュニケーションを継続し、事業への助言、社会的インパクトの進捗確認     

を行った。また例年は現地を訪問、オンサイトでのモニタリングを行うが、今年度は全てリモート

で実施。 

•  

• 寄付型社会的投資の継続・発展のために、講演や外部団体との協働によるアドボカシー活動を行っ

た。 

• 投資先と日本企業のビジネスマッチングを実施。 

 

(2) 普及啓発事業 

• 様々な大学や企業、フォーラムやセミナー等で講演を行った。 

• 上記 CSI チャレンジ３の実施に合わせ、応募企業の紹介、選考過程などを、随時 SNS で情報発

信、途上国における社会課題や、それに取り組む起業家たちの姿を伝えた。 

 

(3) 人材育成事業 

• コロナ禍で制約がある中、個人を対象とした社会的投資の基礎を学ぶ講座、「ソーシャル・イン

ベストメント・スクール」を初のリモート開催。 

 

(4) 調査研究事業 

• JICA、他団体などと情報交換、協力関係を     継続。 

•  

 

(5) 組織運営基盤の強化 

• 統合データベースの整備プロジェクトに着手。 

• 2025 年までの事業計画策定。 

• 職員採用（2021 年 1 月）。 

 

 



 

2. 事業の実施に関する事項 

 

(1) 特定非営利活動に係る事業 

 

事業名 事業内容 実施 

日時 

実施 

場所 

従事者 

の人数 

受益対象者 

の範囲及び 

人数 

事業費の

金額 

（千円） 

 

 社会起業家への

社会的投資、知

識、技術、ネッ

トワークの提供 

  

CSI チャレンジ事

業 

１２月

（準備は

６月より

開始） 

三翔ビル

本郷他 

６名 途上国の起業

家 104 人 

クラウドファ

ンディング参

加者 281 人 

最終審査会参

加者 90 人 

 

2,477 

 参加型の社会

的投資プラッ

トフォームの

構築 

 

人材育成事業・ス

クール 

５月 三翔ビル

本郷他 

２名 社会的投資に

興味のある学

生、社会人 

18 人 

 

417 

社会的投資に

関するセミナ

ー、講演会の

開催、企画運

営事業 

 

普及啓発事業・セ

ミナー・講演・等 

２月他 日本能率

協会他 

１名 社会的投資に

関心を持つ企

業、個人

1,000 人超 

203 

       

        

 

(2) その他の事業 

 

事業名 事業内容 実施 

日時 

実施 

場所 

従事者 

の人数 

事業費の 

金額 

（千円） 

 

該当なし      

      

 


